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レクリエーションで幅広く利用できます。
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議会の概要
16施設の指定管理者を可決
補正予算、条例議案など

36件を審議

　
開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
予
算
議

案
３
件
、
条
例
議
案
６
件
、
事
件
議

案
17
件
の
計
26
件
の
議
案
を
提
出
し
、

各
会
派
を
代
表
し
て
６
人
の
議
員
が

総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
７
〜
９
頁
）

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
及
び

事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
第
１
１
５
号
を
審
議
し
、

討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
本
会
議
終
了
後
に
、
議
員

全
員
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
予
算
議

案
３
件
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
が
行

わ
れ
、
各
分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま

し
た
。（
同
委
員
会
の
構
成
は
６
頁
）

　
２
日
、
３
日
、
６
日
の
３
日
間
、

市
当
局
に
対
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、

24
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
10
〜
14
頁
）

　
７
日
に
総
務
、
８
日
に
市
民
文
教
、

９
日
に
厚
生
、
10
日
に
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員

会
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科

会
と
し
て
、
予
算
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
は
５
〜
６
頁
）

　
ま
た
、
総
務
及
び
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
請
願
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
16
日
の
本
会
議
で
は
、
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
、
総
務

及
び
産
業
建
設
常
任
委
員
長
が
審
査

報
告
を
行
い
、
討
論
の
後
、
表
決
の

結
果
、
請
願
第
10
号
及
び
11
号
は
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
討
論
内
容
は
４
頁
）

　
次
に
、
議
会
が
議
会
第
15
号
か
ら

17
号
ま
で
の
特
別
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て
の
議
案
を
提
出
し
、
表
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
の
指
名
に
よ
り
、
各
委

員
会
の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
各
委
員
会
の
構
成
は
６
頁
）

　
本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
予
算

特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
委
員

長
が
予
算
議
案
の
審
査
報
告
を
行

い
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
17
日
の
本
会
議
で
は
、

初
め
に
、
田
中
宏
議
員
か
ら
、
16
日

の
請
願
第
10
号
の
賛
成
討
論
に
お
け

る
発
言
の
一
部
に
つ
い
て
、
取
消
し

の
申
出
が
あ
り
、
発
言
取
消
し
が
許

可
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
員
提
出
の
議
会
第
18
号

の
意
見
書
を
審
議
し
、
表
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例

及
び
事
件
議
案
に
つ
い
て
、
予
算
特

別
委
員
長
が
予
算
議
案
に
つ
い
て
の

審
査
報
告
を
行
い
、
議
第
90
号
か
ら

１
１
４
号
ま
で
の
25
件
は
、
表
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
、
複
数
の
議
員
か
ら
、
16

日
の
田
中
議
員
の
賛
成
討
論
に
つ
い

て
、
議
事
進
行
に
関
す
る
発
言
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
会
議
を
休
憩

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
を
再
開
し
、
休
憩
中
に
議

員
４
人
か
ら
出
さ
れ
た
議
会
第
19
号

の
田
中
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議
に

つ
い
て
議
題
と
し
ま
し
た
。
表
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
と
な
り
、
委
員
会

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
懲
罰
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
長
の
指
名
に
よ
り
、
同
委
員
会
の

委
員
を
選
任
し
、
そ
の
後
、
委
員
長

及
び
副
委
員
長
の
互
選
等
を
す
る
た

め
、
本
会
議
を
休
憩
し
ま
し
た
。

（
懲
罰
動
議
の
内
容
は
４
頁
）

　
本
会
議
を
再
開
し
、
追
加
議
案
と

し
て
、
市
当
局
が
議
第
１
１
６
号
か

ら
１
１
８
号
ま
で
の
３
件
を
提
出

し
、
質
疑
の
後
、
表
決
の
結
果
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
選
第
４
号
及
び
５
号
の

鶴
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会
選
挙
管
理

委
員
及
び
選
挙
管
理
委
員
の
補
充
員

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
の
指
名
に

よ
り
、
当
選
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

市
当
局
が
議
案
を
提
出

６
人
が
総
括
質
問

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

提
案
趣
旨
を
説
明

各
常
任
委
員
会
を
開
催

条
例
・
予
算
議
案
等
を
審
査

請
願
２
件
を
不
採
択

補
正
予
算
は
全
員
賛
成
で
可
決

24
人
が
一
般
質
問

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
に
開
会
し
、

市
当
局
が
26
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
は
、
総
括
質
問
、

委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
意
見

書
１
件
及
び
議
案
４
件
を
含
め
審
議
し
、
18

日
間
の
会
期
を
経
て
12
月
17
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。

（
議
案
・
請
願
・
意
見
書
の
内
容
と
審
議
結
果

は
３
頁
）

12月定例会日程12月定例会日程
本会議（総括質問）
予算特別委員会

本会議（一般質問）
常任委員会
本会議
予算特別委員会
本会議

11月　30日

12月　　　
２･３･６日
　７～10日

16日

17日

意
見
書
、条
例・事
件・予
算
議
案
を
可
決

懲
罰
特
別
委
員
会
を
設
置

選
挙
の
結
果

鶴
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
管
理
委
員

　
　
　
佐　
藤　
　
　
敏　
氏

　
　
　
佐　
藤　
正　
規　
氏

　
　
　
庄　
司　
晴　
一　
氏

　
　
　
佐　
藤　
良　
江　
氏

選
挙
管
理
委
員
の
補
充
員

　
　
　
瀬　
尾　
　
　
等　
氏

　
　
　
阿　
部　
美
惠
子　
氏

　
　
　
長
谷
川　
正　
士　
氏

　
　
　
齋　
藤　
　
　
裕　
氏
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▼市長提出議案と審議結果
議案番号 議案名 審議結果付託委員会

令和３年度鶴岡市一般会計補正予算（第７号）議第90号 予算特別
令和３年度鶴岡市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議第91号 予算特別
令和３年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第１号）議第92号 予算特別

損害賠償の額の決定について議第94号 総　　務
指定管理者の指定について（出羽庄内国際村）議第95号 総　　務
指定管理者の指定について（黒川能の里王祇会館）議第96号 総　　務

指定管理者の指定について（大宝館）議第98号 市民文教
指定管理者の指定について（鶴岡市藤島地区地域活動センター）議第99号 市民文教
指定管理者の指定について（鶴岡市東栄地区地域活動センター）議第100号 市民文教
指定管理者の指定について（鶴岡市八栄島地区地域活動センター）議第101号 市民文教
指定管理者の指定について（鶴岡市長沼地区地域活動センター）議第102号 市民文教
指定管理者の指定について（鶴岡市渡前地区地域活動センター）議第103号 市民文教
指定管理者の指定について（鶴岡市大鳥自然の家）議第104号 市民文教
指定管理者の指定について（温海温泉林業センター）議第105号 市民文教

指定管理者の指定について（庄内産業振興センター）議第110号 産業建設
指定管理者の指定について（鶴岡市赤川市民ゴルフ場）議第111号 産業建設
指定管理者の指定について（産直あさひ・グー）議第112号 産業建設
指定管理者の指定について（タキタロウ館）議第113号 産業建設
指定管理者の指定について（あさひ自然体験交流施設）議第114号 産業建設

令和３年度鶴岡市一般会計補正予算（第８号）議第116号 省　　略
令和３年度鶴岡市病院事業会計補正予算（第１号）議第117号 省　　略
鶴岡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について議第118号 省　　略

指定管理者の指定について（貴船保育園）議第108号 厚　　生

コロナ禍による米価下落の対策を求める請願請願第11号 産業建設

▼請願と審議結果
請願番号 請願件名 審議結果付託委員会

沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を埋め立て等に使用する計画の中止を国に求める
意見書の提出を求める請願請願第10号 総　　務

鶴岡市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について議第93号 総　　務
令和４年１月から令和７年９月までの間における市長の給料月額から、その100分
の30の額に48を乗じ、45で除して得た額を減ずるもの

鶴岡市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について議第97号 市民文教
育英奨学基金を廃止するもの

鶴岡市国民健康保険条例の一部改正について議第106号 厚　　生
出産育児一時金の額（加算額を除く）を40万4,000円から40万8,000円に改めるもの

鶴岡市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について議第115号 省　　略

鶴岡市国民健康保険税条例の一部改正について議第107号 厚　　生
未就学児に係る被保険者均等割額を５割減額するもの

鶴岡市手数料条例の一部改正について議第109号 産業建設
長期優良住宅建築等計画の認定等に係る申請手数料を改めるもの

可　決
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

可　決
（賛成多数）

▼議員議会提出議案と審議結果
議案番号 議案名 審議結果付託委員会

高速交通等対策特別委員会の設置について議会第15号 省　　略
議会改革特別委員会の設置について　　　　　　　　　　　　議会第16号 省　　略
人口減少・地域活性化対策特別委員会の設置について議会第17号 省　　略
日本政府にCOP26決定の実行と対策強化を求める意見書の提出について議会第18号 省　　略
田中宏議員に対する懲罰動議について議会第19号 懲罰特別
鶴岡市選挙管理委員会選挙管理委員の選挙選　第４号 －
鶴岡市選挙管理委員会選挙管理委員の補充員の選挙選　第５号 －

２頁掲載
２頁掲載

可　決
（全員賛成）

継続審査

不採択
（賛成少数）



4つるおか市議会だより　令和3年12月定例会号

PC R自主検査センター 
関連予算を可決（議第 117 号）

　新型コロナの感染拡大地域との往来などにより、
感染に不安を持つ方がＰＣＲ検査を自主的に受け
られるセンターを荘内病院に整備する補正予算案
が追加で提出され、全員賛成で可決しました。　
　概要は次のとおりです。

○事業内容（補正予算額　877万円）
　事業主体：山形県（荘内病院への委託事業）
　運用開始：２月１日（火）（予定）
　設置場所：荘内病院敷地内

　予約受付、検体採取：月曜～金曜日（祝日除く）
　検査予約：電話等で申込み
　自己負担：１件につき5,000円（税込）
○検査対象者
　① 県内居住者、県内居住者に準ずると認められ
　　 る方（県内事業所に勤務している方等）
　② 感染者の濃厚接触者ではない方
　③ 無症状の方（発熱等の症状がない方）

田中宏議員に対する懲罰動議を提出
 「沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を埋め立て等に
使用する計画の中止を国に求める意見書の提出を
求める請願」の審議における12月16日の本会議で
の田中宏議員の賛成討論の中で、議員個人を特定
して侮辱する不穏当な発言があったとして一部議
員が問題視。田中議員は翌17日の本会議で発言の
一部取消しを申し出て許可されましたが、一部議

員から発言取消しだけで済む問題ではないと指摘
がありました。阿部寛議員、佐藤博幸議員、本間
正芳議員及び小野由夫議員から懲罰動議が提出さ
れ、委員会条例の規定に基づき、懲罰特別委員会
が設置されました。
　今後、同委員会で、発言内容が懲罰事犯に該当
するか等について、慎重な審査が行われます。

12月定例会の
ポイント

討論　
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
減
少
し
米
価

は
大
暴
落
し
た
。
政
府
は
過
剰
在
庫

の
備
蓄
米
を
買
い
入
れ
、
市
場
隔
離

し
た
上
で
、
生
活
困
窮
者
等
へ
の
支

援
に
回
す
べ
き
で
あ
る
。
国
の
補
正

予
算
で
は
、
15
万
ｔ
の
特
別
枠
を
設

け
、
米
の
保
管
経
費
等
を
負
担
す
る

こ
と
で
市
場
隔
離
と
同
等
の
効
果
が

あ
る
と
し
て
い
る
が
、
数
量
も
少
な

く
、
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
備
蓄

米
が
数
年
後
に
市
場
に
出
回
れ
ば
、

古
米
を
食
べ
る
こ
と
に
な
り
、
米
へ

の
信
頼
も
揺
ら
ぐ
。
農
家
は
、
政
府

が
打
ち
出
し
た
36
万
ｔ
の
上
乗
せ
減

反
を
達
成
し
た
が
、
米
価
下
落
に
歯

止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
バ
タ
ー

な
ど
の
品
目
を
削
減
し
て
い
る
一

方
で
、
毎
年
77
万
ｔ
も
輸
入
さ
れ
る

Ｍ
Ａ
米
を
一
切
削
減
し
よ
う
と
し
な

い
。
本
請
願
は
、
本
市
の
基
幹
産
業

を
担
う
米
農
家
と
地
域
経
済
を
守
る

も
の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

国
産
米
を
買
い
入
れ

Ｍ
Ａ
米
の
輸
入
削
減
を

賛成

　
政
府
の
備
蓄
米
は
、
不
作
等
で
供

給
が
不
足
す
る
事
態
に
備
え
、
保
管

す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
国
は
、
需
給
操
作
や
米
価
の
下

支
え
に
つ
な
が
る
よ
う
な
買
入
れ
は

行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
国
の
補
正

予
算
で
は
、
15
万
ｔ
を
特
別
枠
と
し
、

そ
の
保
管
経
費
等
の
全
額
支
援
や
、

特
別
枠
の
主
食
用
米
を
子
ど
も
食
堂

な
ど
に
無
償
提
供
し
た
場
合
の
全
額

支
援
、
米
の
販
売
環
境
が
改
善
し
た

時
期
に
中
食
・
外
食
に
販
売
し
た
場

合
の
半
額
支
援
等
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
米
の
需
給

環
境
を
改
善
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ａ
米
は
、
貿
易
協
定
の
交

渉
の
中
で
、
従
来
輸
入
が
ほ
ぼ
な

か
っ
た
品
目
に
つ
い
て
最
低
限
の
輸

入
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
無
税
の

輸
入
枠
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

削
減
は
困
難
と
考
え
る
。
以
上
を
踏

ま
え
、
本
請
願
に
反
対
す
る
。

新
政
ク
ラ
ブ

国
は
様
々
な
施
策
に
よ
り

米
価
下
落
対
策
を
講
じ
て
い
る

反対

※
Ｍ
Ａ
（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
）
米
…

　
日
本
が
高
関
税
を
課
し
て
輸
入
を
制
限
す
る
代
わ

　
り
に
最
低
限
の
輸
入
機
会
が
提
供
さ
れ
る
外
国
米
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落
の
対
策
を
求
め
る
請
願輸

入



委
員　
同
施
設
の
指
定
管
理
者
を
引
き

続
き
あ
さ
ひ
村
直
売
施
設
管
理
運
営
組

合
に
指
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
県
の
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
立
地
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
指
定
期
間
を
３
年
と
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
長　
朝
日
地
域

で
は
、
１
７
３
か
所
が
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
今
す
ぐ
に
同
施
設
に

危
険
が
迫
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、

多
く
の
利
用
客
が
訪
れ
る
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
建
物
の
傾
き
を
定
期
的
に

計
測
す
る
な
ど
、
安
全
確
認
に
努
め
な

が
ら
運
営
し
て
い
る
。
現
在
、
ほ
か
の

施
設
へ
の
移
転
等
を
含
め
、
組
合
と
協

議
中
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
運
営

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
き
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

旧
ア
マ
ゾ
ン
民
族
館
の
活
用
策
は

産
直
あ
さ
ひ・グ
ー
の
方
向
性
は

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
は

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
厚
生
分
科
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

障
害
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
は

予
算
特
別
委
員
会

　
市
民
文
教
分
科
会

特
別
教
室
へ
の
冷
房
設
備
の
整
備
は
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委員会審査
提出された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。
審査の主なものを掲載します。

旧アマゾン民族館（伊勢原町）旧アマゾン民族館（伊勢原町）

委
員　
小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
に
冷

房
設
備
を
整
備
す
る
た
め
、
補
正
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
校
は
。

管
理
課
長　
特
別
教
室
へ
の
冷
房
設
備

の
整
備
は
、
児
童
生
徒
数
の
多
い
学
校

か
ら
、
順
次
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
た
び
の
補
正
予
算
で
は
、
黄
金
、
大

泉
、
湯
野
浜
、
大
山
、
西
郷
、
藤
島
、

東
栄
、
羽
黒
の
各
小
学
校
、
鶴
岡
第
二
、

藤
島
、
羽
黒
、
温
海
の
各
中
学
校
に
整

備
す
る
計
画
で
あ
る
。

委
員　
現
在
空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
同
館
の
今
後
の
活
用
策
に
つ
い
て
、

庁
内
で
の
検
討
状
況
は
。

食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
長　
令
和
２

年
度
に
ア
マ
ゾ
ン
民
族
館
及
び
収
蔵
庫

ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
に
係
る
検
討
会
議

を
庁
内
に
設
置
し
た
。
同
ス
ペ
ー
ス
を

含
む
出
羽
庄
内
国
際
村
は
、
国
際
交
流

拠
点
と
し
て
各
種
事
業
を
行
っ
て
き
た

が
、
開
設
当
時
約
２
０
０
人
だ
っ
た
在

住
外
国
人
が
現
在
は
７
０
０
人
超
と
な

り
、
在
住
期
間
も
長
期
化
し
て
い
る
こ

福
祉
課
長　
本
市
に
は
専
門
医
が
少
な

く
、
確
定
診
断
に
時
間
を
要
し
て
お
り
、

県
に
医
師
不
足
の
改
善
を
要
望
し
て
い

る
。
現
在
、
発
達
障
害
の
疑
い
が
あ
る

場
合
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
り
、
ま
た
、
児
童
相
談
所

か
ら
の
意
見
書
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
等
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
利
用
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

努
め
て
い
く
。

委
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

予
約
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
な
ど
、
市

民
か
ら
不
満
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

が
、
３
回
目
接
種
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。
ま
た
、
国

で
は
３
回
目
接
種
の
時
期
を
２
回
目
接

種
か
ら
８
か
月
後
と
し
て
い
る
が
、
６

か
月
後
に
前
倒
し
す
る
こ
と
も
議
論
さ

れ
て
い
る
。
前
倒
し
さ
れ
た
場
合
の
体

勢
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

健
康
課
長　
前
回
は
対
象
者
に
接
種
券

を
一
斉
送
付
し
た
が
、
３
回
目
接
種
に

当
た
っ
て
は
、
予
約
が
集
中
し
な
い
よ

う
８
か
月
を
迎
え
る
方
に
対
し
、
分
割

し
て
順
次
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
接
種
時
期
が
前
倒
し
に

な
っ
た
場
合
の
準
備
ま
で
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て
対
応
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

と
か
ら
、
今
後
は
、
市
民
と
外
国
人
が

共
に
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い
く

「
多
文
化
共
生
」
の
取
組
に
重
点
を
置

い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
一

施
設
の
機
能
検
討
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

広
く
公
共
施
設
の
現
況
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
当
該
施
設
の
機
能
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
る
。
な
お
、
３
年
度
内
に

方
向
性
を
取
り
ま
と
め
、
４
年
度
以
降
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

委
員　
障
害
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
医
師
の
診
断
書
等
が

必
要
で
あ
る
が
、
発
達
障
害
の
確
定
診

断
ま
で
相
当
の
時
間
を
要
し
て
お
り
、

改
善
す
べ
き
で
は
。

産直あさひ・グー（下名川）産直あさひ・グー（下名川）



５
億
円
の
予
算
規
模
を
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て

は
、
今
後
も
主
食
用
米
の
作
付
拡
大
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
き

ゅ
う
り
な
ど
の
園
芸
作
物
の
生
産
拡
大

に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
も
強
化
し
て

い
る
。
今
後
も
、
国
の
交
付
金
制
度
を

効
果
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
市
独

自
の
支
援
策
と
合
わ
せ
て
米
農
家
の
経

営
継
続
に
向
け
た
取
組
を
後
押
し
し
て

い
き
た
い
。

委
員　
都
市
計
画
道
路
山
王
町
本
町
線

（
通
称
・
川
端
通
り
）
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
消
雪
井
戸
工
事
の
概
要
は
。

土
木
課
長　
国
で
は
道
路
イ
ン
フ
ラ
の

局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
重
点
的

に
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
国
の
交
付

金
の
追
加
内
示
を
受
け
、
川
端
通
り
の

鶴
園
橋
か
ら
千
歳
橋
ま
で
の
区
間
を
整

備
す
る
計
画
で
あ
る
。
同
路
線
は
、
一

方
通
行
規
制
解
除
対
象
路
線
と
な
っ
て

お
り
、
緊
急
輸
送
道
路
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
冬
季
間
の
安
全
な

通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
車
道
に
は
散

水
消
雪
、
歩
道
に
は
無
散
水
融
雪
を
計

画
し
て
い
る
。
井
戸
工
事
は
こ
れ
ら
消

雪
施
設
で
使
用
す
る
地
下
水
を
く
み
上

げ
る
た
め
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

６
年
度
ま
で
に
整
備
を
完
了
し
、
７
年

度
か
ら
一
方
通
行
規
制
が
解
除
で
き
る

よ
う
整
備
を
進
め
て
い
く
。

委
員　
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
米
農
家
に

対
し
、
水
稲
種
子
代
金
の
３
分
の
１
相

当
と
し
て
、
10
ａ
当
た
り
１
、
０
０
０

円
を
支
援
す
る
た
め
、
総
額
約
６
、
８

０
０
万
円
の
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い

る
が
、
こ
の
金
額
で
は
少
な
い
と
考
え

る
。
例
え
ば
、
さ
く
ら
ん
ぼ
を
基
幹
作

物
と
す
る
寒
河
江
市
の
交
付
単
価
は
、

２
、
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
飲
食
店
な
ど
に
対
し
、
数
億
円
も

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
中
、
米
が
基
幹

作
物
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
は
、
米
農

家
に
対
し
更
な
る
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

農
政
課
主
幹　

県
内
自
治
体
の
10
ａ

当
た
り
の
交
付
単
価
は
、
最
上
地
域
の

３
、
０
０
０
円
が
最
も
高
い
も
の
の
、

庄
内
地
域
で
は
本
市
を
含
め
４
市
町
が

１
、
０
０
０
円
で
あ
り
、
県
で
も
同
様

に
１
、
０
０
０
円
を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
は
生
産
者
が
多
く
、
面
積
も
広
い

た
め
、
予
算
総
額
で
は
県
内
一
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
米
価
下
落
に
関
連
す

る
緊
急
支
援
と
し
て
は
、
国
の
水
田
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
よ
る
助
成
と
し

て
、
12
月
に
本
市
の
米
農
家
に
対
し
、

総
額
４
億
２
、
０
０
０
万
円
が
交
付
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
も
約

6つるおか市議会だより　令和3年12月定例会号

川
端
通
り
の
消
雪
井
戸
工
事
の
概
要
は

予
算
特
別
委
員
会

　
産
業
建
設
分
科
会

米
農
家
に
更
な
る
支
援
が
必
要
で
は

特別委員会を設置しました
特別委員会　　　  委員長    副委員長                    委　    　員

尾形　昌彦

五十嵐一彦

加藤　鑛一

富樫　正毅

渋谷　耕一

黒井　浩之

草島　進一

佐藤　昌哉

坂本　昌栄

加藤　鑛一

議員全員で構成

南波　　純　　長谷川　剛　　秋葉　　雄

遠藤　初子　　田中　　宏　　石井　清則
菅井　　巌　　黒井　浩之　　佐藤　博幸
尾形　昌彦　　渋谷　耕一

工藤　　博　　佐藤　麻里　　阿部　　寛
本間　正芳　　石塚　　慶

草島　進一　　石井　清則　　長谷川　剛
富樫　正毅　　石塚　　慶　　佐藤　昌哉
五十嵐一彦　　尾形　昌彦

予　　　　　算

高速交通等対策

議　会　改　革

懲　　　　　罰

人 口 減 少 ・
地域活性化対策
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YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

総括質問
市長提出議案に対して、
会派を代表して質問します。

各議員１項目について概要をお知らせします。

市長給与の３割カットの意義と目的は
日本共産党鶴岡市議団 加藤　鑛一 議員

議
員
　
市
長
給
与
の
３
割
カ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
過
去
に
は

２
０
０
８
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
後
に
当
時
の
富
塚
市
長
、

さ
ら
に
榎
本
市
長
の
在
職
時
に
行
っ

た
。
皆
川
市
長
は
就
任
時
、
文
化
会

館
建
設
に
伴
う
前
市
長
の
行
政
責
任

を
引
き
継
ぐ
と
し
て
、
給
与
の
３
割

カ
ッ
ト
を
行
っ
た
が
、
今
回
の
意
義

と
目
的
は
ど
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
収

束
を
見
通
し
、
１
年
ご
と
の
見
直
し

が
適
切
で
は
な
い
か
。

市
長
　
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
で
、

私
と
相
手
候
補
が
と
も
に
公
約
に
掲

げ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
公
約
を
踏

ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
市
民
、
事
業
者
に
寄

り
添
い
、
今
後
も
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
減

額
の
期
間
は
、
１
期
目
の
減
額
４
年

分
を
継
続
し
、
公
約
ど
お
り
２
期
目

も
４
年
分
の
減
額
を
実
施
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
経
済
の
回
復

に
は
相
当
の
期
間
が
必
要
な
見
込
み

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。

※会議録の公開には一定の期間を要します。

市長公約と市政運営・行財政運営の方針は
新政クラブ 尾形　昌彦 議員

議
員
　
財
源
に
限
り
が
あ
る

以
上
、
政
策
に
つ
い
て
は
優

先
順
位
を
つ
け
て
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
政
策
の
優

先
順
位
に
つ
い
て
、
市
長
の
基
本
的

な
考
え
方
は
。

市
長
　
創
造
と
伝
統
の
ま
ち
鶴
岡
の

持
続
的
発
展
の
た
め
、
若
者
・
子
育

て
世
代
の
応
援
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
を
図
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

第
二
子
の
給
食
費
無
償
化
の
検
討
を

進
め
る
。

議
員
　
負
担
軽
減
に
よ
り
も
う
一
人

産
も
う
と
い
う
環
境
を
実
現
す
る
の

が
政
策
効
果
で
あ
り
、
何
が
子
育
て

世
代
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
勘

案
し
て
政
策
立
案
す
べ
き
と
考
え
る
。

第
二
子
の
給
食
費
無
償
化
は
毎
年
２

億
円
の
支
出
増
に
な
る
が
、
そ
の
政

策
効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
財
源
に
め
ど
を
つ
け
る
努
力

を
し
て
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

を
図
る
取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

YouTube　鶴岡市議会

ほかの質問

ほかの質問

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
、

人
口
減
少
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、

米
価
暴
落
対
策　
な
ど
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観光振興の現状と今後の観光戦略は
市民の声・鶴岡 草島　進一 議員

議
員
　
本
市
の
今
年
度
上
半

期
の
観
光
入
込
客
数
は
。

市
長
　
約
２
２
０
万
人
で
、

２
年
度
上
半
期
と
比
較
し
約

20
％
の
増
加
だ
が
、
元
年
度
の
約

３
６
９
万
人
と
比
較
し
て
約
40
％
減

少
し
て
い
る
。

議
員
　
今
年
度
、
出
羽
三
山
神
社
等

に
は
多
く
の
修
学
旅
行
生
が
訪
れ
た

と
聞
く
。
教
育
旅
行
の
誘
致
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
動
向

は
。
ま
た
、
今
後
の
観
光
戦
略
は
。

市
長
　
今
年
度
は
２
０
０
校
以
上
が

教
育
旅
行
で
本
市
を
訪
れ
て
お
り
、

昨
年
度
の
98
校
か
ら
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
旅
行
の
平
準
化
を
図
る
上

で
も
、 

土
曜
・
日
曜
日
に
集
中
し
な

い
、
教
育
旅
行
の
誘
致
は
重
要
と
考

え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
新
し
い
旅
の
形

と
し
て
、 

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
※
１
）や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
※
２
）

が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
新

た
な
動
き
を
的
確
に
捉
え
、
観
光
戦

略
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
体
験
型
観
光
の
受

入
れ
態
勢
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

希望をかなえられる結婚支援対策を
鶴岡市議会公明党 富樫　正毅 議員

議
員
　
人
口
減
少
の
最
大
の

要
因
の
一
つ
に
は
出
生
率
の

低
下
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
婚
姻
数
の
減
少
や
晩
婚

化
が
考
え
ら
れ
、
よ
り
強
力
な
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。
出
生
数
の
向
上
に

向
け
、
子
供
を
産
み
育
て
た
い
と
い

う
希
望
を
か
な
え
ら
れ
る
環
境
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
本
市
の
婚
姻
数
は
年
々
減
少

を
続
け
て
お
り
、
10
年
前
と
比
較
し

３
分
の
２
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
市

と
し
て
は
各
種
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
支

援
な
ど
、
出
会
い
の
機
会
の
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
広
域
的
に
は
、

県
と
35
市
町
村
で
構
成
す
る
「
や
ま

が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
と
し
た
オ
ー
ル
山
形
で
の
婚

活
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
層

の
連
携
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
新
婚
生
活

の
住
居
費
用
と
引
っ
越
し
費
用
を
補

助
す
る
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
の
活
用
に

つ
い
て
も
更
に
促
し
て
い
き
た
い
。

※１ マイクロツーリズム…自宅から１～２時間圏内の
　　 地元または近隣への宿泊観光や日帰り観光。

※２ ワーケーション…「ワーク（仕事）」と「バケーション（休暇）」を組み合わせた造語。
　　 ふだんの勤務地を離れ、保養所などで休暇を取りながら仕事をすること。

ワクチンは希望者全員へ  優先順位は示さず
市民フォーラム 石井　清則 議員

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
国
か
ら
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
が
、
１
、
２

回
目
の
未
接
種
の
方
が
い
る
中
で
、

３
回
目
接
種
が
始
ま
る
と
混
雑
緩
和

の
対
策
が
課
題
と
な
る
。
２
回
未
接

種
の
方
と
３
回
目
接
種
希
望
者
と
の

優
先
順
位
と
、
接
種
方
法
は
。

市
長
　
３
回
目
接
種
が
12
月
に
始
ま

り
、
今
後
は
１
、
２
回
目
の
未
接
種

の
方
と
接
種
時
期
が
重
複
し
て
い
く
。

国
か
ら
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
示
さ

れ
て
い
な
い
一
方
で
、
感
染
拡
大
防

止
及
び
重
症
化
予
防
の
観
点
か
ら
、

２
回
未
接
種
の
方
へ
の
接
種
機
会
の

提
供
を
継
続
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て

お
り
、
接
種
実
施
医
療
機
関
を
確
保

し
て
い
き
た
い
。
今
後
の
接
種
に
つ

い
て
は
、
地
区
医
師
会
等
と
連
携
し

て
、
個
別
接
種
を
中
心
に
実
施
し
、

対
象
人
数
が
多
く
な
る
時
期
は
集
団

接
種
で
補
完
す
る
な
ど
し
て
、
希
望

す
る
全
て
の
方
が
接
種
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ほかの質問

ほかの質問

ほかの質問

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、農
業
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

観
光
、
農
業

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
農
業

の
活
性
化
、
観
光
振
興
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皆川市政とSDGs未来都市の方向性は
SDGs鶴ヶ岡 田中　宏 議員

議
員
　
１
期
目
を
振
り
返
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
と
の

違
い
は
。
２
期
目
に
お
い
て
、

対
話
と
協
働
の
市
政
が
目
指

す
方
向
性
、
実
現
し
た
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
と
し
て
の
姿
は
。

市
長
　
様
々
な
課
題
の
把
握
、
解
決

の
た
め
、
現
場
の
関
係
者
と
の
対
話

を
重
視
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
鶴
岡

ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
の
閉
館
を
受
け
て
、

利
活
用
を
構
想
す
る
た
め
に
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
山
王
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
と
の
合
意
形
成
を
図
る
と

と
も
に
、
有
識
者
や
商
店
関
係
者
等

と
の
検
討
の
場
を
立
ち
上
げ
て
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
官
民

連
携
で
再
生
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

を
進
め
た
。「
つ
る
お
か
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
」
制
度
の
創
設
な

ど
に
よ
り
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な

ど
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、
若
者
・

子
育
て
世
代
に
施
策
の
重
点
を
置
き

つ
つ
、
官
民
連
携
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
市

政
運
営
を
図
り
、
伝
統
と
創
造
が
調

和
し
た
鶴
岡
市
に
し
て
い
き
た
い
。

　平成29年10月の市長選挙期間中に、皆川
市長が当時の支援者から受領した現金100万
円の寄付を、選挙運動費用収支報告書に記載
していなかった問題を受け、12月27日に議

員全員協議会を開催しました。
 市長が経過を説明した後、質疑を行いまし
たが、議員からは、説明が不十分で納得でき
ないなど、多くの問題の指摘がありました。

市長の100万円授受問題で議員全員協議会を開催

議会の開催状況議会の開催状況 　令和３年中は４回の定例会（３月、６月、９月、12月）と
５回の臨時会（１月第１回、１月第２回、４月、７月、11月）
が開催されました。

◎議会の開催状況（単位：回・日）

◎議会運営委員会　25回 ◎議員全員協議会　4回

招集回数
定例会 臨時会 定例会 臨時会 定例会 臨時会
4 5 81 9 25 7

会期日数 本会議日数

◎提出議案の状況（単位：件）
市　　長　　提　　出 議　　員　　提　　出 請　　　願

予算 決算 条例等 事件 人事 計 条例 決議 意見書 その他 計 受理 継続 計
28 4 34 44 8 118 2 6 9 2 19 11 0 11

◎審査の状況（単位：件）

※令和２年から継続審査となっていた２件含む。

市　　長　　提　　出 議　　員　　提　　出 請　　　願
可決
及び
認定

継続審査
（懲罰）可決 否決 同意 承認 認定 計 可決 否決 計 採択 不採択 計

104 1 8 3 2 2 ※120 14 4 1 19 2 9 11

◎常任委員会の開催状況（単位：件）

委員会
分科会
協議会

5
6
5

5
5
5

5
6
3

6
6
3

総務 市民
文教 厚生 産業

建設

ほかの質問
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、

小
中
学
校
の
教
育
環
境
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YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

高齢者世帯等雪下ろし作業と
除排雪支援は

遠　藤　初　子 議員

議員　高齢者世帯等雪下ろし事業の昨年度の利
用状況は。また、玄関先の除排雪作業について
も市が支援に取り組む必要があると考えるが見
解は。
健康福祉部長　昨年度の雪下ろし補助件数は
167件で、そのうち高齢者世帯が159件となっ
ており、朝日・羽黒・温海などの豪雪地域での
利用が多い。玄関先の除排雪作業については、
地域住民による支え合い活動の一環として、地
域課題解決に向けた取組が行えるよう、住民自
治組織に対して優良事例や先行事例を情報提供
するなど、関係部署が連携し支援していきたい。

ほかの質問 

食文化創造都市の今後の取組、
（仮称）あさひ産業振興施設整備事業検討委員会

教職員の働き方の現状は

南　波　　　純 議員

議員　本市小・中学校の教員で、体調を崩し休
んでいる方、産休・育休を取っている方は何人か。
また、その代替教員の配置状況は。
教育長　11月末現在、病休中の教員は11人で、
そのうち心の病で休んでいる方は約６割である。
産休・育休中の方は33人、取得予定者は４人と、
平成29年度の25人と比べ増加傾向にある。また、
病休代替の未配置校は３校あり、その確保に苦
労している状況である。産休・育休代替は全て
配置済みだが、取得予定者３人の代替が未定で
あり、庄内教育事務所と連携して情報を共有し
ながら、未配置の解消に努めている。

ほかの質問  

医療従事者の働き方、学校給食費の無償化

道路の除排雪の
きめ細やかな対応を

工　藤　　　博 議員

議員　近年の除雪には重い寄雪の排雪等の課題
があるが、道路パトロールの強化と除雪機械の
出動回数を増やすことで、その多くは解消され
ると考える。また、道路事情や生活環境に応じ
たきめ細やかな対応が必要と思うが見解は。
建設部長　道路除雪用の除雪機械は大型である
ため、家庭用や歩道用の除雪機械のように間口
の寄雪を処理するなど、細かな作業には限界が
ある。拡幅の回数を増やすことは、作業員の作
業環境の配慮や作業人員、車両確保の面からど
の程度の対応が可能か、検討が必要と考えてい
る。

ほかの質問  

なし

市政全般について考え方や方針などを
市当局に質問します。

各議員１項目について概要をお知らせします。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。

※会議録の公開には一定の期間を要します。
※総括質問を行った議員を除く19人の質問を掲載します。

YouTube　鶴岡市議会

一般質問
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包括支援体制に
コーディネーターの必要性は

議員　「つるおか地域福祉プラン 2020」に掲
げる「日常生活圏単位における個人や家族の困
りごとに対する包括支援体制」を実行するため
に必要となる、コーディネーターの人材確保や
育成は。
健康福祉部長　市民が抱える課題は複雑・複合
化しており、関係する支援者がチームとして対
応していくためには、コーディネーターとなる
人材の配置が必要であると認識している。来年
度から開催する（仮称）地域生活支援会議には、
必要に応じて支援調整を行う役割を担う、コー
ディネーター的な人材を配置する予定である。

ほかの質問  

子どもの安全対策としての学校通学、
障がい者福祉

郷土資料の新たな保管場所
確保が急務では

議員　個人が所有する貴重な郷土の資料は、寄
贈の申出があれば、市民の財産として受け入れ、
後世に引き継いでいく努力が求められると考え
るが、保管庫はほぼ満杯と聞く。新たな保管庫
の確保が急務と考えるが見解は。
教育部長　この10年で約100件、２万点ほどの
資料を受け入れてきた。図書館本館以外に旧小
堅小、旧菅野代小・中学校で保管しているがい
ずれも狭あいとなっており、利用者が必要な資
料を閲覧することが困難となっている。そのた
め、現在、１か所で資料の保管と閲覧・調査が
可能な施設への移転を庁内で検討している。

ほかの質問  

燃油高騰対策

ＨＰＶワクチンの積極的推奨の
個別通知を

黒　井　浩　之 議員

坂　本　昌　栄 議員

議員　ＨＰＶワクチン（※）接種の積極的勧奨
の再開が決まった。小学６年生から高校１年生
までの全ての対象者に、積極的勧奨の再開を個
別にお知らせすべきと考えるが見解は。
健康福祉部長　対象者には、情報提供や予診票
送付などを個別に行い周知する。事前相談や事
後の診療対応など医療機関と連携していく。
議員　接種対象期間内に必要な情報が得られず
接種機会を失った方々に、改めて無料接種の機
会を提供すべきと考えるが見解は。
健康福祉部長　国の動向を注視しながら、広報
や個別通知での情報提供等を検討している。

ほかの質問  

ごみ減量と市民への周知、コロナ補助金の周知

ＳＥＡＤＳの目指すところは

秋　葉　　　雄 議員

長 谷 川　　剛 議員

議員　農業経営者育成学校ＳＥＡＤＳが目指す
ところは、研修生に農業で本市に根付いてもら
うことなのか。それとも、何千万、何億円も稼
ぐような一流の経営者を育てることなのか。
農林水産部長　まずは技術を身に付け、農業で
定着してもらうことが目先の目標になる。一方
で他業種の方が農業に参入し成果を上げている
優良事例もあるので、従来とは違った視点から
農業に参入することで発展する可能性もあると
考えている。研修では技術の習得を重点的に行
うが、卒業後はそれぞれの経歴や経験を生かし
て発展されることを望んでいる。

ほかの質問  

地域支援型農業、「食と農」ビジネスの支援策

※ＨＰＶワクチン…子宮頸がん予防ワクチン
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旧鶴岡病院を解体除去し
跡地の有効活用を

阿　部　　　寛 議員

議員　旧鶴岡病院移転から７年になるが、治安
面から不安を感じる住民もいる。市長公約には
県と連携し、旧鶴岡病院跡地の活用を検討する
とあるが、その内容は。
教育部長　住民の不安を解消し、風評被害を防
ぐためにも、早期の建物解体、跡地活用が重要
と認識しており、県には人工芝サッカー場等へ
の跡地活用を要望している。元年６月に県病院
事業局と協議したところ、約８億円の解体費用
が見込まれるため、当面、財政的な課題から解
体の見込みはないと確認したが、今後も県と情
報を共有し、課題解決に向け取り組んでいく。

ほかの質問  

農業振興

消防団が地域で活躍できる
体制整備を

石　塚　　　慶 議員

議員　４年度からの報酬個人支給に伴い、分団
等の運営経費、様々な小規模の修繕費、報酬の
支払い方法など危惧する点があるが対応は。
消防長　今年度は、準備期間として分団等の運
営経費を報告してもらうことにしている。毎年、
分団等に運営費を支給しているが、状況を確認
して個人負担にならないよう対応していく。ま
た、消防ポンプ庫の修繕等は消防本部の経費で
対応することを改めて周知していく。報酬個人
支給については、専用システムの導入を計画し
ており、現在、支払い時期や回数などを協議中
だが、例年どおりの支給となるように努める。

ほかの質問  

コロナ禍のイベント等の取扱い

本市の教育デザインは

本　間　正　芳 議員

議員　市民から要望がある大泉・朝暘三・京田
小の中学校区の見直しはどうなっているのか。
教育部長　学校によって生徒数に偏りが生じる
こと等が懸念されるため、保護者や地域の考え
を改めて確認し、実情把握が必要と考えている。
議員　元年６月定例会でも同様の答弁をしてい
る。聞き取りを行い、意見を集約したのか。
教育部長　各地域・保護者から個別に聞き取っ
てはいないので、機会を捉えて確認したい。
議員　このことについて、市長の見解は。
市長　この見直しについては、きちんと整理し、
質問に答えられるように臨むべきと考える。

ほかの質問  

鶴岡市のまちづくり

大山保育園が要望した
移転建設への対応は

菅　井　　　巌 議員

議員　平成25年と令和２年に、大山保育園が市
に対して園舎の移転建設に係る要望を行ってい
る。施設整備に向けた課題解決と進展を図るた
めの対応は。
健康福祉部長　園舎の老朽化、近隣の交通量増
加などから旧鶴岡西高校跡地への移転の要望を
受けている。大きな課題として遺跡調査が必要
であり、高額な調査費用や相当程度の調査期間
を要することが挙げられる。同園は本市の保育
機能の核の役割を担っている重要な保育園でも
あり、より実現可能な施設整備について運営主
体の法人とともに検討していきたい。

ほかの質問  

湯野浜自治会からの要望・課題、
デマンド交通対策
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子供たちの食育、
食文化学習や体験の現状は

佐　藤　麻　里 議員

議員　コロナ禍で様々な学校行事の中止や規模
が縮小するなど、学校によって学習や体験の格
差が生じることが危惧されるが、給食以外に食
育活動や食文化に関する学習などは行われてい
るか。また、今後予定している取組は。
教育長　食育や食文化の体験学習としては、農
作物の栽培体験や郷土料理等の調理、食味体験
等の学習に加え、児童生徒の委員会活動による
啓もう活動等を行っている。今後の取組として
は、関係課と連携し、地域の食を学ぶ活動を支
援し、子供たちが本市の食文化のすばらしさや
食に関する理解を深める食育を推進していく。

ほかの質問  

輝く女性活躍推進プロジェクト

鮭を活用した赤川水系の
活性化対策の検討を

渋　谷　耕　一 議員

議員　赤川上流域支流の鮭のやな場が破損した
まま数年が経つが、再設置を検討すべきでは。
また、鮭資源の収益性を高め、様々な地域振興
を図るには、抜本的な見直しが必要であり、プ
ロジェクトチームの立ち上げを検討すべきでは。
農林水産部長　赤川鮭漁業生産組合とやな場整
備の協議をしたが、上流までは遡上しないとの
意見もあり、まだ合意形成がされていない。今後、
どこまで遡上するかの検証を進めていく。また、
各種構想を推進していくため、将来像や運営方
針を固め、資源増殖への意識を高めていけるよ
うな場を設けていく。

ほかの質問  

なし

中山間地域農業の現状と
取組は

佐　藤　昌　哉 議員

議員　中山間部の基幹的農業従事者数の推移は。
農林水産部長　農林業センサスのデータを整理
すると、2015年から2020年で平野部は13％の
減に対し、中山間部は26％の減となっている。
議員　農業者がいつまで農業を続けられるのか、
中山間部の農地はどうなるのか、話合いを進め
る必要があるのでは。また、兵庫県養父市のよ
うな中山間農業改革特区の取組に対して見解は。
農林水産部長　農業委員会やＪＡと連携し「人・
農地プラン」の話合いを進めていく。民間企業
の参入は農地貸借により可能であるが、特区の
取組については慎重な検討が必要である。

ほかの質問  

行財政改革

教育旅行の受入れ状況と
定着への支援策は

五十嵐　一　彦 議員

議員　コロナ禍での教育旅行の本市での受入れ
状況と誘致拡大に向けた支援策は。
商工観光部長　教育旅行や修学旅行については、
コロナの影響で県内又は近隣に目的地を変えて、
改めて地元や近場の観光資源を学び、体験する
内容へと変化が見られる。その結果、昨年度は
98校だったが、今年度は現時点で209校が訪れ
ており、傾向として県内中学校の利用が増加し
ている。教育旅行に対する本市独自の支援策は
実施していないが、ＤＥＧＡＭをはじめ、体験
型観光などを提供する事業者と連携した取組を
行っていく。

ほかの質問  

ハラスメント対策
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本市のスポーツ振興の
取組は

佐　藤　久　樹 議員

議員　11月に使用を開始した屋内多目的運動
施設について、その概要や使用方法は。
教育部長　子供から高齢者まで、多様なニーズ
に対応できる施設である。空きがあれば当日の
申請でも使用でき、今後、スマホ等でも予約が
できるようにする。小・中学校の行事や部活動、
園児、障害者等が利用する場合は全額免除、60
歳以上の方は、会場使用料が半額免除となる。
議員　本市出身のプロ野球選手である長谷川勇
也氏が市民栄誉賞を受賞したが、この内容は。
総務部長　これまでの功績に対し、満場一致で
授与を決定した。合併後では初の受賞者となる。

ほかの質問 

障害のある児童への対応

昨年度決算の状況把握と
新制度の財政把握は

小　野　由　夫 議員

議員　地域まちづくり未来基金を３億円増額し
た一方、地方債は75億円増加し、財政調整基金
も25億円取り崩しているが、今後の財政運営は。
総務部長　２年連続で実質単年度収支は黒字と
なったが、合併による普通交付税の優遇措置も
昨年度で終了し、市債償還も本格化する。今後、
行財政改革を進め、財政規律の保持に努める。
議員　地域まちづくり未来事業の財源措置は、
現在は基金だが、従前の一般財源との相違は。
総務部長　基金の創設により、同事業を推進す
る財源を確保しつつ、金額のめどを示し、基金
を活用する仕組みを構築したものである。

ほかの質問 

なし

選挙当日の投票時間短縮
の検討は

中　沢　深　雪 議員

議員　期日前投票も浸透し利用者数も増えてい
るため、選挙当日の投票の終了時間を市全域で
午後８時から午後７時に短縮しても影響は少な
いと考える。経費節減や立会人等の負担軽減の
観点からも、１時間の短縮を検討してはどうか。
選管委員長　公職選挙法では、特別の事情があ
る場合を除き、投票時間は午後８時までと定め
られている。10月の市長選挙、市議会議員選挙
における午後７時以降の投票者数は905人であ
り、全体の1.31％の方がこの時間帯に投票して
いる。投票機会を狭めることになるため、市全
域での時間短縮は難しいと考えている。

ほかの質問 

エネルギーの地産地消、  「忠犬ハチ公」像と
鶴岡市出身動物愛護家「斎藤弘吉」

投票所に行くことが
困難な方への支援は

佐　藤　博　幸 議員

議員　高齢者や障害者が投票したくても自力で
は投票所に行けない事例が多い。投票所への移
動支援や投票所での介助はどう対応しているか。
選管委員長　病院等での不在者投票、重度の障
害がある方の郵便投票の周知や期日限定の期日
前投票所の設置を行っている。今後も他の取組
事例を参考にしながら対応を検討していきたい。
議員　投票所まで行ったのに代理投票をしても
らえなかった事例もあったと聞く。選挙人の意
思確認を丁寧に行う必要があるが今後の取組は。
選管委員長　様々な事例があるので、障害に合
った対応ができるよう研修等を行っていく。

ほかの質問 

なし
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市議会の１年 ～定例会を年４回開催～

臨時会の招集

　市議会には、定期的に開かれる「定例会」と、
必要に応じて開かれる「臨時会」があり、本市議
会の定例会は、年４回、通常３月、６月、９月、
12月に招集されます。
　各定例会では、各会派を代表する議員が、市
長から提出された議案に対し総括質問を行った
後、各議員が市政全般に対し一般質問を行いま
す。

　提出された議案は、所管の常任委員会で詳しく
審査された後、本会議で各常任委員長が審査報告
を行い、質疑、討論を経て、最終的な意思決定を
行います。
　市議会は、いつ、どのような
審議をしているのか、本市議会
の１年をご紹介します。

　臨時会は、定例会の開催までの間に、特に
議会に提出する案件が生じた場合などに開催
されます。
　コロナ禍で急を要する案件などがあったこ
とから、令和２年及び３年は各５回の臨時会

を開催しました。
　議会を招集するのは市長の権限ですが、議
員定数の４分の１以上の議員から請求があれ
ば、市長は臨時会を招集する必要がありま
す。

３月定例会
　主に新年度の当初予算議案
のほか、補正予算や条例など
の議案を審議します。

　当初予算は、１年間の市の事業
や方向性を定める重要な市政の柱
であるため、議会は予算の内容が
適切か慎重に審議します。

９月定例会
　主に前年度の決算を審議す
るほか、補正予算や条例など
の議案を審議します。

　９月定例会は「決算議会」とも
言われ、前年度の予算が適切に使
われたか検証し、翌年度の予算編
成を見据えた評価を行います。

６月定例会
　補正予算議案や条例議案な
どを審議します。

　令和３年６月定例会では、昨今
のコロナ禍を反映し、新型コロナ
対策などに関する補正予算につい
て、市当局から様々な提案があり
ました。

12月定例会
　補正予算議案や条例議案な
どを審議します。

　令和３年12月定例会では、国
の子育て世帯への10万円給付の
補正予算議案などのほか、新年度
の公の施設の指定管理者の指定な
ども審議しました。

市議会だよりは
８月１日に発行
します

市議会だよりは
11月１日に発行
します

市議会だよりは
２月１日に発行
します

市議会だよりは
５月１日に発行
します
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ご意見・ご感想（一部抜粋）を紹介します。
・今定例会から女性議員が増え、議場
が明るくなったように感じた。女性
の観点での質問も多く、これからの
活躍に期待したい。
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モ
ニ
タ
ー
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
生
中
継
及
び
録
画
配
信
も

視
聴
で
き
ま
す
。

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

本　会　議
（開会・総括質問）

本　会　議
（一般質問）

市 民 文 教
常任委員会

厚　　　生
常任委員会

本  会  議
（一般質問）

本  会  議
予算特別委員会

総　　　務
常任委員会

予算特別委員会(春分の日）

議会運営委員会産 業 建 設
常任委員会

常任委員会
予　備　日

常任委員会
予　備　日

本 会 議
（表決・閉会）

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、 ご了承ください。

議会を傍聴される
皆さんへ

請願・陳情 提出期限
2月 21日（月）午後 1時

　

改
選
し
、
今
回
か
ら
新
し
い
メ

ン
バ
ー
で
の
編
集
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
数
年
間
は
、
読

み
や
す
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
必

要
な
情
報
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

紙
面
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。
更

に
誰
も
が
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み

た
く
な
る
よ
う
な
「
議
会
だ
よ

り
」
に
な
る
よ
う
に
見
直
し
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
号
が
手
元
に
届
く

の
は
２
月
初
め
に
な
る
た
め
、
紙

面
の
内
容
に
は
ど
う
し
て
も
時
間

差
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
今

後
も
確
実
で
丁
寧
な
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
長  

本
間 

正
芳

編

集

後

記

16つるおか市議会だより　令和3年12月定例会号

傍聴の様子

予算特別委員会

長谷川 剛　 南波 純　 佐藤 麻里　 阿部 寛　 黒井 浩之
　　　　　本間 信一　　  本間 正芳　　  石井 清則
　　　　　　（副議長）　　      （委員長）　        （副委員長）
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